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さまざまな状況の人に学びの場を提供している夜間中学や定時制高校を大幅に減らそうとしています。








都教委自身が高く評価してきた養護学校の性教育も、一部の都議が「過激」だといえば禁止して、


校長・教師を処分。





「ジェンダーフリー」という言葉は気に入らない。今後使ってはいけない。（男女差別をなくすという意味で高校の教科書に載っているのに・・・）





戦争を肯定し、天皇中心の歴史観で貫かれているあの「つくる会」の歴史教科書を、来春開校の都立中高一貫校に多く人の反対を無視して導入決定。（この教科書は全国でも0.039％しか使われていない）





男女混合名簿は過激な思想に基づくものだったら禁止する。（男女混合名簿は


「過激な思想」？）








都教育委員会の言う通りにしなければ校長も教師も処分され、子どもたちにも「日の丸・君が代」を強制し学びの自由を奪っています。さらに、強制はいけないと意思表示をした教師に対して人格を否定するような研修会が何回も行われました。この研修は「憲法に反する恐れがある」と東京地方裁判所が警告をしているにもかかわらず強行されたのです。





日の丸・君が代に後押しされてたくさんの若者が戦場に駆り出され、そして帰ってこなかった事実があります。日の丸・君が代がアジア諸国で侵略者の旗印であった歴史があります。それをまず日本人がしっかり知ることが大切なのです。


過去の事実を覆い隠して、日の丸・君が代を学校で強制することは、再び戦争への道を踏み出すことだと私たちは思います。














式当日は都教育委員会の役人が大勢やってきて、会場内で教職員を監視したり、チェックをしていました。


（A校の教師）
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先生に言われたから座


わったということはありません。　　　


先生が処分されるということは、まるで私たちが何も考えていないかのごとく扱われているようで、本当に私たちに失礼です。


（都立高校卒業生）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




















自分自身で考えられる子どもを育てることこそが教育の公共性。


いまや逆に子どもをロボットにする道具として「日の丸・君が代」が使われている。


　　西原博史さん


　　　（早稲田大学教授）　








